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令和６年消防連合出初式「飯塚市頴田グラウンド」 

 

日時：令和７年１月１２日（日）９時００分 

場所：嘉麻市牛隈１７９４番地 「福岡県消防学校」 

主催：飯塚市・嘉麻市・桂川町 

主管：飯塚地区消防連絡協議会・嘉麻市消防団 



令和７年飯塚市・嘉麻市・桂川町消防連合出初式実施要綱 

 

１ 趣 旨 

  飯塚市・嘉麻市・桂川町の消防職、団員の団結強化及び士気高揚並びに

地域住民の警火心の高揚を図るため、本要綱に基づき消防連合出初式を行

う。 

２ 日 時    令和７年 １ 月１２日（日曜日） 

（１） 集 合      

ア 車両部隊    午前  ８時３０分 

イ 徒歩部隊    午前  ８時３０分 

      ※整列完了時間 ８時４５分 

（２）分列行進開始   午前  ９時００分 

（３）祝賀放水開始   午前  ９時３０分 

（４）式 典 開 始   午前 １０時００分 

３ 場 所  嘉麻市牛隈１７９４番地 「福岡県消防学校」 

（１）集  合 

  ア 徒歩部隊  「福岡県消防学校 屋外訓練場」 

  イ 車両部隊  「福岡県消防学校 屋外訓練場」 

（２） 分列行進   「福岡県消防学校 屋外訓練場」 

（３）祝賀放水   「福岡県消防学校 屋外訓練場」 

（４）式  典    「福岡県消防学校 屋外訓練場」 

４ 観 閲 者 

（１）衆議院議員 

（２）福岡県知事 

（３）福岡県消防協会長 

（４）飯塚市長 



（５）嘉麻市長 

（６）桂川町長 

（７）飯塚地区消防連絡協議会長 

（８）飯塚地区消防本部消防長 

    ※ 衆議院議員代理出席の場合は、登壇しない。 

※ 上記代表以外は、観閲台脇で観閲する。 

５ 分列行進その他の整列順序 

（１）嘉麻市 

（２）桂川町 

（３）飯塚市 

   飯塚方面隊 

   穂波方面隊 

庄内方面隊 

筑穂方面隊 

頴田方面隊 

６ 消防団長等の役割 

（１）開式のことば             （ 田 中 団 長 ） 

（２）天皇陛下のおことば          （ 坂 本 団 長 ） 

（３）団長代表訓示             （ 松 隈 団 長 ） 

（４）開催地消防団代表答辞         （大田副団長） 

（５）万歳三唱               （篠崎消防長） 

（６）閉式のことば             （ 坂 田 署 長 ） 

（７）分列行進徒歩部隊指揮者        （江藤副団長） 

（８）分列行進車両部隊指揮者        （大田副団長） 

（９）祝賀放水場指揮者           （大田副団長） 

（10）式典場指揮者              （江藤副団長） 



７ 服 装 

（１）市町長     甲種衣、短靴、白手袋 

（２）消防団幹部   甲種衣、半長靴又は編上靴、白手袋 

（３）消防団員    男性：乙種衣、編上靴等、白手袋 

           女性：甲種衣、半長靴又は編上靴、白手袋 

※ 乙種衣（江戸腹）の内側については、活動服とする。 

※ 行進及び式典時、防寒衣（ネックウォーマー等含む）は着用しない。 

※ 靴については、各団で統一とする。 

※ 女性団員については、ショルダーバッグは携行しない。 

（４）祝賀放水隊   防火衣、ヘルメット、長靴又は編上靴、手袋 

  ※ 防火衣の内側については、各団で統一とする。 

８ 団 旗 

  各市町とも団旗、表彰旗及び分団旗のみを持参し、旗手は団旗及び表彰

旗が３名、分団旗が１名とする。 

※ 団旗は、飯塚地区消防連絡協議会旗のあとに配置する。 

※ 表彰旗は、各市町指揮者のあとに配置する。 

※ プラカードは、１名とする。 

９ 参加人員及び参加車両 

（１）参加人員   １，４６０名（予定） 

（２）参加車両       ５６台（予定） 

10 観閲及び行進 

（１）部隊の集合は、各市町単位とする。 

（２）分列行進の部隊編成は、各分団単位を原則とするが、各市町の実情に

応じて編成する。 

（３）徒歩部隊の先頭には、プラカードを配置する。 

（４）副団長又は方面隊長は、所属団員の指揮をとる。 

（５）徒歩部隊の指揮者は、指揮棒を使用する。（分列行進のみ使用する。） 



（６）分列行進を行うときは、制帽の顎紐をかけ、行進車両は前照灯、赤色

灯を点灯する。 

（７）車両部隊の編成は４名とし、指揮者は運転席後部のボデー上で挙手注

目の敬礼を行う。 

（８）徒歩部隊及び車両部隊は、観閲終了後隊列を組んだまま、式典場に入

場する。 

 なお、車両部隊は式典体形位置に停車後、運転席側前輪に車輪止めを

設定し、隊員は徒歩部隊の隊列に入り整列する。 

11 祝賀放水 

（１）祝賀放水は、飯塚市及び桂川町にあっては各方面隊及び町からそれぞ

れ１台、嘉麻市にあっては４台出動し、福岡県消防学校内簡易水槽に部

署して行う。 

（２）放水部隊は、分列行進には参加せず、８時３０分までに祝賀放水場に

集合する。 

※ 車両の部署は、誘導員の指示による。 

※ 部署後、運転席側前輪に車輪止めを設定する。 

（３）放水部隊は、祝賀放水準備の完了した隊ごとに旗をあげて合図し、祝

賀放水場指揮者の指示により現場に待機して、同指揮者の「放水始め」

の号令（花火の合図）により一斉放水を行う。「放水止め」も同様とする。 

（４）放水部隊は、放水終了後、祝賀放水場指揮者の指示により直ちに撤収

を行い、各市町に帰団して警備にあたる。 

12 服装、機械器具点検 

（１）式典場指揮者は、服装機械器具点検の総指揮を行う。 

ただし、各団の服装点検の指揮は、各団の副団長又は方面隊長若しく

は分団長が行う。 

（２）式典場指揮者の「服装、機械器具点検配置に付け」の号令により、各

車両の機関員（１名のみ）は、隊を脱し担当車両の運転席に乗車して姿

勢を正す。 

（３）各車両の機関員は、式典場指揮者の「エンジン始動」「車前に整列」の

号令でエンジンを始動し、一斉に前照灯及び赤色灯を点灯した後、前列



車両前に整列する。 

（４）各車両の機関員は、式典場指揮者の「エンジン停止」の号令で、担当

車両のエンジンを停止し、下車して運転席横で「整列休め」の姿勢で、

次の指示があるまで待機する。 

13 表 彰 

表彰は、表彰者の区分（県までの単位）ごとに受賞者代表１名に対して

行う。 

14 その他 

（１）雨天の場合は、嘉麻市牛隈１７９４番地「福岡県消防学校屋内訓練場」

において、式典のみを１０時００分から実施する。 

（２）実施にあたっての詳細は、別に定める。 

添付資料 

【別表第１】 出初式経過表             

【別表第２】 参加人員及び参加車両一覧表     

【別図第１】 出初式会場位置図          

【別図第２】 徒歩部隊及び車両部隊事前集合位置図     

【別図第３】 徒歩部隊及び車両部隊集合位置図           

【別図第４】 式典場集合体形図         

【別図第５】 分列行進観閲見取図          

【別図第６】 祝賀放水体形図           

【資料１】 行進部隊体形図           

【資料２】 式典場体形図             

【資料３】 雨天時実施要領         

【資料４】 雨天時式典場体形図             



別表第１

順位 時間 式順 答礼者 指揮者 音楽隊演奏曲 備考

8時30分　徒歩部隊

8時30分　車両部隊

8時45分　整列完了

衆議院議員

福岡県知事 【徒歩部隊】

福岡県消防協会長 嘉麻市消防団

飯塚市長 （江藤副団長） ※煙火１発

嘉麻市長 自衛隊音楽隊

桂川町長 【車両部隊】

飯消連会長 嘉麻市消防団

消防長 （大田副団長）

嘉麻市消防団 ※煙火始終　各１発

（大田副団長） 計２発

【式典場指揮者】

開式のことば 嘉麻市消防団 ※煙火１発

（式典開始） （江藤副団長） 自衛隊音楽隊

１回斉唱

自衛隊音楽隊

10時00分
飯消連副会長
（田中団長）

国歌斉唱 「君が代」

出初式経過表

1 8時30分 集合

4 展示

3 9時30分 祝賀放水

⑨ 人員報告
市町長代表

（嘉麻市長）
式典場指揮者

式典場指揮者

9時00分 分列行進開始

音楽隊
「大空」

徒歩部隊
「扶桑歌」

車両部隊
「軍艦」

⑧ 天皇陛下のおことば

⑥ 国旗掲揚 式典場指揮者 「君が代（前奏なし）」 自衛隊音楽隊

⑦

市町長代表
（嘉麻市長）

・幼年消防クラブ演技
・飯塚市消防団ポンプ操法
・桂川町消防団ポンプ操法

2

飯消連副会長
（坂本団長）

⑤



順位 時間 式順 答礼者 指揮者 音楽隊演奏曲 備考

福岡県知事

県消防協会長

式辞
開催地市町長
（嘉麻市長）

訓示
飯消連会長

（松隈団長）

国会議員

福岡県知事

福岡県消防協会長

開催地議会議長

陸上自衛隊司令

警察署長代表

自衛隊音楽隊

「巡閲歌」 自衛隊音楽隊

11 表彰 式典場指揮者 「得賞歌」

⑩ 服装機械器具点検
市町長代表

（嘉麻市長）
式典場指揮者

⑫ 式典場指揮者

⓭ 来賓祝辞 式典場指揮者

進行係

15 祝電披露 進行係

14 来賓紹介

嘉麻市消防団

⑰ 万歳三唱 （篠崎消防長） 式典場指揮者

⑯
開催地消防団
代表答辞

（大田副団長）

市町長代表
（嘉麻市長）

式典場指揮者

自衛隊音楽隊

⑲ 11時00分 閉式のことば （坂田署長） 式典場指揮者 ※煙火1発

⑱ 国旗降納 式典場指揮者 「君が代（前奏なし）」

※１　順位の○数字については、式順アナウンスの「○○」で団長等は起立し、答礼者
　　　が着席後着席とする。

※２　順位の●数字については、アナウンスの来賓祝辞の紹介後、団長等は起立し、式
　　　典場指揮者の「整列休め」で着席とする。
　　　来賓祝辞が終わり、式典場指揮者の「気を付け」で団長等は起立し、来賓が着席
　　　後、着席とする。



出場人員 分列行進車両 祝賀放水車両

女性分団 20名 1台 0台

飯塚方面隊 210名 ９台 1台

穂波方面隊 160名 4台 1台

庄内方面隊 120名 2台 1台

筑穂方面隊 170名 2台 1台

頴田方面隊 80名 2台 1台

本部隊 20名 1台 0台

小計 780名 ２１台 5台

嘉麻市消防団 485名 12台 4台

(女性部） 13名 1台 0台

小計 498名 13台 4台

桂川町消防団 150名 2台 1台

(女性班） 9名 1台 0台

小計 159名 3台 1台

1,437名 37台 10台

23名 9台 ―

1,460名 ４６台 10台

別表第２

飯塚市

嘉麻市

桂川町

参加人員及び参加車両一覧表

区分

出初式参加人員車両

合計

消防組合

消防団計
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祝賀放水体形図

祝賀放水指揮位置 慰霊塔

本部テント

観閲台

徒歩部隊式典体形位置

車両部隊式典体形位置

※ 各隊の人員は、指揮者以下５名とする。

※ 各隊は、ホース１本（20ｍ）を延長する。

※ 各隊のノズル口径は、20mmとする。

※ 各隊の部署位置は、リハーサルで決定する。

祝賀放水観閲位置(観閲台上)

別図第６
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嘉麻３

〇分団

飯塚２

※祝賀放水順については、分列行進の順とする。

飯塚５ 飯塚４

〇分団

嘉麻１嘉麻２

〇分団
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                 資料３  

令和７年飯塚市・嘉麻市・桂川町消防連合出初式 

雨天時実施要領 

１ 日時   令和７年１月１２日（日）１０時００分 

２ 場所   嘉麻市牛隈１７９４番地「福岡県消防学校 屋内訓練場」 

３ 集合   ９時５０分（配置完了） 

４ 式次第 

（１）開式のことば（田中団長） 

（２）国歌斉唱 

（３）天皇陛下のおことば（坂本団長） 

（４）人員報告 

（５）表彰 

（６）市町長代表式辞（嘉麻市長） 

（７）飯消連会長訓示（松隈団長） 

（８）来賓祝辞 

  ア 福岡県知事 

  イ 国会議員 

  ウ 福岡県消防協会長 

  エ 開催地議会議長 

  オ 陸上自衛隊司令 

  カ 警察署長代表 

（９）来賓紹介 

（10）祝電披露 

（11）開催地消防団代表答辞（大田副団長） 

（12）万歳三唱（篠崎消防長） 

（13）閉式のことば（坂田署長） 

５ 式典体形 資料４のとおり 

６ 人員 

人員は、飯塚市消防団及び桂川町消防団にあっては、各団・各方面隊 50

名とし、嘉麻市消防団にあっては各分団 20 名（計 140 名）を予定とする。 

※会場の都合により人員の増減があった場合は事務局から再度連絡する。 

７ 服装 

式典時の服装は、屋外時と同様とする。 

８ その他 

  雨天の場合は、会長と協議のうえ６時３０分までに決定する。 
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